
    

 

               

 

 

  北海道地方本部の通常総会の冒頭に表彰式を執り行いました。 

 

 

                                   

 

   

 

 
 

              

NO １４５ 

 令和７年６月１３日 

一般社団法人日本砕石協会北海道地方本部  

 

   

 

 

 

 

 札幌市中央区南１条西 10丁目大通ホワイトビル ☎011-241-4579  HP ⇒   

 

 

優良採石功労者 

平沼 昌平 様（吉岡砕石工業㈱ 代表取締役） 

青木 伸 様（青木鉱業㈱ 代表取締役） 

道内砕石関連各団体 通常総会 5 月 27 日開催！ 

 

 

る  

北海道経済産業局長表彰 

北海道地方本部長表彰 

業界功労者  

河合 道明 様 

（津村砂利工業(有) 前代表取締役社長） 

杉下 隆彦 様（岡本興業㈱ 取締役） 

長期勤続従事者 

宮本 裕志 様（稚内砕石工業㈱） 

山本 信男 様（  同 上  ） 

山本様欠席のため 

  

河合様 

 

  

稚内砕石工業社長 三田様 
山本様 

 

  

宮本本部長

趙 

 

鈴木 様 

 

  

杉下様 

 

  

北海道経済産業局長 

 

  

青木様 

 

  

平沼様 

 

  



令
和
７
年
度  

一
般
社
団
法
人
日
本
砕
石
協
会 

北
海
道
地
方
本
部
通
常
総
会 

５
月
27
日
(火)

令
和
7
年
度(

一
社)

日

本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部
の
通
常

総
会
が
、
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

定
刻
午
後
4
時
、
北
海
道
経
済
産
業
局

局
長
鈴
木
様
、
北
海
道
労
働
局
安
全
課
長

那
須
様
、
北
海
道
・
経
済
部
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
課
課
長
補
佐
中
村
様
を
は
じ
め
と

す
る
監
督
官
庁
と
、
北
海
道
砂
利
工
業
組

合
の
富
岡
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
関

連
団
体
か
ら
多
く
の
ご
来
賓
の
方
と
協

会
員
・
賛
助
会
員
を
含
め
総
勢
95
名
の
も

と
盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。 

宮
本
本
部
長
は
総
会
開
催
に
あ
た
り
、

「
北
海
道
経
済
産
業
局
長
表
彰
と
当
地

方
本
部
長
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
、

改
め
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
砕
石
業
界
や
各
会
社
に

お
か
れ
ま
し
て
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

  

さ
て
、
国
内
で
は
企
業
の
設
備
投
資
は

史
上
最
高
の
水
準
に
あ
り
、
ま
た
30
年
ぶ

り
の
高
水
準
の
賃
上
げ
も
実
現
し
、
国
内

経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
成
長
型
経

済
を
実
現
さ
せ
る
重
要
な
局
面
を
迎
え

て
い
ま
す
。
我
々
砕
石
業
界
も
、
こ
う
し

た
動
き
に
連
動
し
て
製
品
価
格
の
値
上

げ
と
賃
金
の
ア
ッ
プ
を
実
現
し
持
続
可

能
な
産
業
と
し
て
成
長
し
て
ゆ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。 

労
働
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
支

部
現
場
で
積
極
的
に
取
組
ま
れ
て
き
た

結
果
、
道
内
砕
石
業
の
死
亡
災
害
は
令
和

６
年
ま
で
10
年
連
続
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
。
ゼ
ロ
災
に
向
け
た
労
働

安
全
対
策
の
取
組
み
の
充
実
が
必
要
で

す
。 砕

石
の
安
定
し
た
供
給
は
、
北
海
道
の

社
会
基
盤
整
備
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

基
礎
資
材
で
あ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
下

で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り
担
っ
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
各
会
員
の

活
動
を
支
え
る
べ
く
、
道
本
部
の
役
割
発

揮
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

※ 

役
員
改
選
は
次
の
と
お
り 

                

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

同
日
午
後
3
時
、
北
海
道
中
小
企
業
団

体
中
央
会
連
携
支
援
部
長
牧
様
を
ご
来

賓
に
迎
え
、
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

河
合
会
長
は
総
会
に
あ
た
り
、「
北
海
道

の
砕
石
出
荷
量
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
新
幹

線
の
延
伸
工
事
、
大
規
模
半
導
体
製
造
工

場
の
関
連
工
事
な
ど
で
需
要
が
旺
盛
な
地

域
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
的
に
見
れ
ば
未

だ
厳
し
い
状
況
も
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
当
連
合
会
事
務
局
の
集
計
に
よ

る
と
、
令
和
６
年
の
出
荷
量
実
績
は
、
約
３

９
６
万
㎥
、
初
め
て
４
０
０
万
㎥
を
切
り
、

対
前
年
比
で
も
88
％
と
い
う
厳
し
い
現
状

で
す
。
出
荷
単
価
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年

各
地
域
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
段
階
的
に

ア
ッ
プ
を
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
資

通
常
総
会 

 

（
一
社
）
日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方
本
部 

【
任
期
満
了
役
員
改
選
】
新
役
員 

新 

本 

部 

長 

平
沼 

昌
平 

 

函
館 

副
本
部
長 

藤
野 

徹
弥 

 

札
幌 

新 
 
 
 

〃 
 
 
 

五
十
嵐 

幸
次 

旭
川 

新 
 

 

〃 
 

河
野 

俊
一 

 

釧
根 

会
計
理
事 

 

青
木 

伸  
 

札
幌 

新 
 

 

〃 
 
 
 

宮
本 

博
功 

 

小
樽 

 
 

理 
 
 
 

事 
 

岡
本 

敏
秀 

 

札
幌 

 

新 
 
 
 

〃 
 
 
 

室
野 

邦
宏 

 

小
樽 

 
 
 
 

〃 
 
 

鶴
岡 

久
也 

 
 

旭
川 

 
 
 

 
 
 

〃 
 

美
田 

和
夫 

 

稚
内 

 
 
 

 
 
 

〃 
 

佐
藤 

和
浩 

 
 

函
館 

 
 
  

 
 
 

〃 
 
 

高
橋 

秀
昭 

 

網
走 

 

新 
 
 
 

〃 
 

曽
我
部 

元
親 

釧
根 

 
 

 

専
務
理
事 

 

井
上 

純 
 

 

 

河合会長 

 

 

宮本本部長 

 

  



北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

【
任
期
満
了
役
員
改
選
】
新
役
員 

 
 

新 

会 

長 
 

藤
野 

徹
弥 

新 
 

副
会
長 

 

宮
本 

博
功 

新 
 
 

〃 
 
 
 
 

天
方 

智
順 

 
 

理 
 

事 
 

青
木 

伸 

新 
 
 

〃 
 
 
 

室
野 

邦
宏 

 

 
 

〃 
 
 
 
 

美
田 

和
夫 

 
 
 
  

 

〃 
 
 
 

平
沼 

昌
平 

〃 
 

 

高
橋 

秀
昭 

新 
 
 

〃 
 
 
 
 

河
合 

道
明 

専
務
理
事 

 

井
上 

純 

監 
 

事 
 

岸
本 

教
範 

 
 

新 
 
 

〃 
 
 
 

辻 

庄
一
郎 

 

北
海
道
国
有
林
採
石
協
会 

【
任
期
満
了
役
員
改
選
】
新
役
員 

 
 

会 
 

長 
 
 

藤
野 

徹
弥 

 
 
 

副 

会 

長 
 
 

美
田 

和
夫 

 
  

  
 

〃 
  

 
 

岡
本 

敏
秀 

 
 

新 
 

〃 
 
 

 

菅
澤 

和
人 

新 

会
計
理
事 

 
 

山
本 

浩
平 

新  
 

〃  
 
 
 
 

小
岸 

芳
行 

 
 
 

理 

事 
  

 

坂
上 

忠
義 

 
 
 
 
 

〃 
  

 
 
 

辻 

庄
一
郎 

〃 
 
 
 
 
 
 

中
田 

尊
徳 

〃 
 
 
 
 
 

藤
田 

文
明 

新 
 
 
 

〃 
 
 

 

安
井 

拓
二 

技
術
担
当
理
事 

 

源
田 

茂
男 

専
務
理
事 

 
 
 

井
上 

純 

機
材
の
高
騰
で
運
営
コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い

る
中
、
同
時
に
人
材
確
保
も
難
し
く
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
砕
石
の
安
定
し

た
供
給
は
、
北
海
道
の
社
会
基
盤
整
備
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
基
礎
資
材
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
厳
し
い
経
営
環
境
下
で
も
我
々
砕

石
業
が
し
っ
か
り
担
っ
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
各
組

合
の
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た
め
連
合
会
の

役
割
発
揮
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
が
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

※ 

役
員
改
選
は
次
の
と
お
り 

北
海
道
国
有
林
採
石
協
会
通
常
総
会 

同
日
午
後
2
時
、
北
海
道
森
林
管
理 

局
か
ら
森
林
整
備
部
長
の
武
田
様
と
、
資

源
活
用
第
一
課
長
の
林
様
を
来
賓
に
迎

え
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
冒
頭
に
当
協
会
会
員
優
良
採

石
事
業
所
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
今
年

度
は
「
斜
里
地
区
砂
利
協
業
組
合
」
が
受

賞
、
代
表
理
事
の
中
田
尊
徳
様
が
北
海
道

産
材
の
木
製
表
彰
状
を
受
け
取
ら
れ
ま

し
た
。 

 

藤
野
会
長
は
総
会
開
催
に
あ
た
り「
北

海
道
の
砕
石
業
界
は
、
国
策
と
し
て
の
半
導

体
工
場
建
設
に
関
わ
る
周
辺
整
備
、
原
発

再
稼
働
関
係
な
ど
、
道
南
・道
央
地
域
で
は

旺
盛
な
需
要
が
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
北
海

道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
は
工
期
の
大
幅
延

長
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
事
業
コ
ス
ト
は
、
燃

料
・
資
機
材
や
電
力
価
格
の
上
昇
に
よ
る

高
止
ま
り
が
継
続
し
て
お
り
、
会
員
の
皆

様
は
、
日
々
大
変
な
努
力
を
な
さ
れ
て
い
る

や
に
推
察
い
た
し
ま
す
。 

本
道
の
社
会
基
盤
整
備
を
支
え
る
砕
石

事
業
者
と
し
て
、
特
に
国
有
林
内
で
土
石

の
採
取
を
行
う
当
協
会
員
は
、
他
の
模
範

と
な
る
事
業
運
営
、
労
働
災
害
撲
滅
は
も

と
よ
り
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
跡
地
緑

化
の
確
実
な
実
施
が
求
め
ら
れ
、
特
に
、
熱

海
で
発
生
し
た
土
砂
流
出
事
故
の
よ
う
な

こ
と
の
無
い
よ
う
、
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ

り
ま
す
。 

当
協
会
と
し
て
は
、
林
野
庁
、
森
林
管

理
局
署
の
ご
指
導
の
も
と
、
関
係
団
体
等

と
緊
密
に
連
携
し
、
善
良
か
つ
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
会
員
事
業
所
の
事
業
継
続
に
資

す
る
べ
く
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。
鉱

山
に
準
じ
る
大
型
建
設
機
械
や
巨
額
の
生

産
設
備
を
必
要
と
す
る
砕
石
事
業
に
と
っ

て
、
長
期
的
な
事
業
計
画
が
不
可
欠
で
す
。

林
野
庁
ご
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国

有
林
野
内
に
お
い
て
持
続
的
な
事
業
継
続

が
叶
い
ま
す
よ
う
、
格
別
な
る
ご
高
配
を

賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。 

協
会
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
対
応
し
つ

つ
、
持
続
可
能
な
協
会
運
営
への
改
革
も
果

断
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。 

総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

※ 

役
員
改
選
は
次
の
と
お
り 

    
 

         
 
 

 
 

北
海
道
砕
石
未
来
研
会
通
常
総
会 

同
日
13
時
か
ら
、
来
賓
に
宮
本
本
部
長

を
迎
え
、
五
十
嵐
会
長
は
じ
め
会
員
12
名

中田代表理事   藤野会長 

  



北
海
道
砕
石
未
来
研
究
会 

【
任
期
満
了
役
員
改
選
】
新
役
員 

 
 

会 
 

長 
 
 

五
十
嵐 

幸
次 

 
 
 

副 

会 

長 
 
 

松
田 

憲
佳 

 
  

  
 

〃 
  

 
 

辻 

庄
一
郎 

 
 

新 
 

〃 
 
 

 

平
沼 

克
昌 

新 

事
務
局
長  

 

中
田 

慎
理 

新 

事
業
運
営
委
員
長 

山
本 

政
史 

新 

総
務
企
画
委
員
長 

青
木 

勇
人 

 
 

理 
 

事 
  

岡
本 

敏
秀 

 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

岡
本 

崇
行 

〃 
 
 
 
 
 

菊
地 

真
輔 

新 
 
 
 

〃 
 
 

 

安
岡 

駿 

 
 
 

 
 

〃 
 
 

 

藤
野 

徹
弥 

 
 
 

 
 

〃  
 
 

久
保 

智
史 

 
 
 

 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

瀧
澤 

一
雅 

〃 
 
 

 

本
久 

雄
大 

監 
 

事 
 
 
 

菅
澤 

和
人 

新 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 

岸
本 

竜
二 

の
出
席
で
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

       
 
 
 
 

 

特
別
講
演  

 

同
日
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
株
式
会

社 

フ
ク
タ
（
岩
手
県
二
戸
市
）
の
工
藤

健
太
郎
業
務
部
長
を
お
招
き
し
、
自
社
の

砕
石
場
内
の
通
信
環
境
整
備
（
メ
ッ
シ
ュ

Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
構
築
）
に
よ
る
自
動
出
荷
シ

ス
テ
ム
の
実
例
を
講
演
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

聴
衆
は
砕
石
場
の
Ⅰ
Ｔ
化
に
興
味

津
々
で
自
社
導
入
の
可
能
性
を
構
想
し

て
い
ま
し
た
。 

 

一
般
社
団
法
人 

日
本
砕
石
協
会 

定
時
総
会 

６
月
５
日
、
東
京
都
新
宿
区
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
に
て
北
海
道
か
ら
は
平
沼
本

部
長
、
藤
野
副
本
部
長
の
ほ
か
数
名
が
出

席
し
、
会
員
多
数
の
も
と
（
一
社
）
日
本

砕
石
協
会
の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
種
の
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
道
本
部
会
員
か
ら
は
、
経
済
産
業
省

製
造
産
業
局
長
表
彰
の
優
良
採
石
事
業

所
に
河
野
採
石
工
業
㈱
（
当
日
は
ご
欠

席
）
、
日
本
砕
石
協
協
会
の
業
界
功
労
者

（
本
部
役
員
10
年
以
上
）
に
平
沼
昌
平
本

部
長
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

全
国
国
有
林
採
石
協
会
通
常
総
会 

 

令
和
７
年
度
通
常
総
会
に
先
立
ち
、
全

国
国
有
林
採
石
協
会
の
三
役
が
、
林
野
庁

青
山
長
官
に
要
望
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま

し
た
。 

総
会
は
、
東
京
都
千
代
田
区
ホ
テ
ル
メ 

      

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ド
に
て
、
林
野

庁
業
務
課
岡
村
課
長
ほ
か
３
名
の
ご
来
賓

を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
国
有

林
採
石
協
会
か
ら
藤
野
会
長
と
井
上
専
務

理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。 

令
和
７
年
度
安
全
標
語 

全
国
か
ら
安
全
標
語
の
応
募
多
数
の
中

北
海
道
か
ら
２
点
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。 

  

   

  

才田会長  平沼本部長 

一
般
の
部 

佳
作 

焦
ら
ず
・
怒
ら
ず
・
無
理
を
せ
ず 

心
の
ゆ
と
り
が
事
故
予
防 

今
日
も
笑
顔
で
安
全
作
業 

 
 

 

北
信
産
業
㈱ 

山
本 

希
美 

 

塚田会長 

青山長官 藤野副会長 

一
般
の
部 

一
位 

危
な
い
ぞ
！ 

 
 

ふ
た
つ
の
目
よ
り 

多
く
の
目 

注
意
し
合
え
る 

職
場
作
り 

大
和
建
設
運
輸
㈱ 

浦
島 

俊
夫 

工藤業務部長 

 

  

五十嵐会長 

 

  

 

 

「
編
集
後
記
」 

今
回
は
、
い
ず
れ
の
団
体
も
役
員
改
選

期
で
新
体
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事

務
局
も
「
砕
石
だ
よ
り
」
と
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
含
め
て
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持

ち
で
編
集
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 


